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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月15日(2017.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオシーケンスをトーンマッピングするための方法であって、トーンマッピングされ
る前記ビデオシーケンスの各フレームの各画素にローカルトーンマッピングオペレータが
適用され、
　トーンマッピングされる前記画素の周りで定義され、および前記ローカルトーンマッピ
ングオペレータによって用いられる空間的近傍は、トーンマッピングされる前記フレーム
の時間フィルタリングされたバージョンに対して決定されることを特徴とする、前記方法
。
【請求項２】
　トーンマッピングされる前記フレームの各画素に対して動きベクトルを取得することと
、
　推定された動きベクトルを使用して前記ビデオシーケンスの一部のフレームを動き補償
し、およびトーンマッピングされる前記フレームの前記時間フィルタリングされたバージ
ョンを取得するために前記動き補償されたフレームを時間フィルタリングすることと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　整合しない動きベクトルを検出し、および推定された動きベクトルが整合する場合にの
みこの動きベクトルを用いて、トーンマッピングされる前記フレームの各画素を時間フィ
ルタリングすることをさらに含み、動きベクトルは、トーンマッピングされる前記フレー
ムと、この動きベクトルに対応する動き補償されたフレームとの間の誤差（εｎ（ｘ，ｙ
），εｂ，ｎ（ｘ，ｙ），εｆ，ｎ（ｘ，ｙ））が閾値より大きい場合に、整合しないと



(2) JP 2016-529747 A5 2017.6.29

して検出される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　時間フィルタの長さＮが取得され、前記推定された動きベクトルにより、トーンマッピ
ングされる前記フレームに関し現在のフレームの動き補償を通じて（Ｎ－１）個の動き補
償されたフレームが取得され、トーンマッピングされる前記フレームの前記時間フィルタ
リングされたバージョンは、前記動き補償されたフレームの前記時間フィルタを用いた時
間フィルタリングから得られる、請求項２から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　ダイアディックウェーブレット分解が、各レベルが前方部分または後方部分のいずれか
に属する低周波フレームに対応するピラミッドを構築するために、トーンマッピングされ
る前記フレームに適用され、各部分の各低周波サブバンドは、
　参照フレームＦｔ＋１と、現在のフレームＦｔの後方のまたは前方の動き補償されたバ
ージョンとの差から、フレームＨｔ＋１が得られる、動き予測ステップと
　前方部分または後方部分のいずれかに属するフレームＦｔを、フレームＨｔ＋１の逆動
き補償されたバージョンと加えることにより、低周波フレームＬｔが得られる、更新ステ
ップと
　を使用することによって計算され、
　トーンマッピングされる前記フレームの各画素について、前記後方部分の少なくとも１
つの低周波フレームが選択され、前記前方部分の少なくとも１つの低周波フレームが選択
され、トーンマッピングされる前記フレームの時間フィルタリングされたバージョンの画
素は２つの前記選択された低周波フレームに属する２つの画素の融合である、請求項２か
ら３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ダイアディックウェーブレット分解の後方および前方部分の低周波サブバンドから
開始し、前記ダイアディックウェーブレット分解の全ての低周波サブバンドが考慮され、
対応する動きベクトルが整合する場合に、トーンマッピングされる前記フレームの各画素
について単一の低周波サブバンドが選択される、請求項３に従属する場合の請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　ローカルトーンマッピングオペレータを含む、ビデオシーケンスをトーンマッピングす
るための装置であって、トーンマッピングされる前記ビデオシーケンスのフレームの時間
フィルタリングされたバージョンを取得する手段と、トーンマッピングされる画素の周り
で定義され、および前記ローカルトーンマッピングオペレータにより用いられる空間的近
傍を決定する手段と、を備えたことを特徴とする、前記装置。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法を実装するように構成された手段をさらに
備える、請求項７に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　明示的に説明はしていないが、本実施形態および変形形態は、任意の組み合わせまたは
サブコンビネーションで用いることができる。
［付記１］
　ビデオシーケンスをトーンマッピングするための方法であって、トーンマッピングされ
る前記ビデオシーケンスの各フレームにローカルトーンマッピングオペレータが適用され
、前記ローカルトーンマッピングオペレータによって用いられる空間的近傍は、トーンマ
ッピングされる前記フレーム（Ｆ０）の時間フィルタリングされたバージョン（ＬＴＦ）
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に対して決定されることを特徴とする、前記方法。
［付記２］
　トーンマッピングされる前記フレームの各画素に対して動きベクトルを取得するステッ
プと、
　推定された動きベクトルを使用して前記ビデオシーケンスの一部のフレームを動き補償
し、およびトーンマッピングされる前記フレーム（Ｆ０）の前記時間フィルタリングされ
たバージョン（ＬＴＦ）を取得するために前記動き補償されたフレームを時間フィルタリ
ングするステップ（２００）と、
　を含む、付記１に記載の方法。
［付記３］
　整合しない動きベクトルを検出し、および推定された動きベクトルが整合する場合にの
みこの動きベクトルを用いて、トーンマッピングされる前記フレームの各画素を時間フィ
ルタリングするステップをさらに含む、付記２に記載の方法。
［付記４］
　動きベクトルは、トーンマッピングされる前記フレーム（Ｆ０）と、この動きベクトル
に対応する動き補償されたフレームとの間の誤差（εｎ（ｘ，ｙ），εｂ，ｎ（ｘ，ｙ）
，εｆ，ｎ（ｘ，ｙ））が閾値より大きい場合に、整合しないとして検出される、付記３
に記載の方法。
［付記５］
　時間フィルタの長さＮが取得され、前記推定された動きベクトルにより、トーンマッピ
ングされる前記フレーム（Ｆ０）に関し現在のフレームの動き補償を通じて（Ｎ－１）個
の動き補償されたフレームが取得され、トーンマッピングされる前記フレーム（Ｆ０）の
前記時間フィルタリングされたバージョン（ＬＴＦ）は、前記動き補償されたフレームの
前記時間フィルタを用いた時間フィルタリングから得られる、付記２から４のいずれか１
項に記載の方法。
［付記６］
　ダイアディックウェーブレット分解と組み合わせた後方のおよび前方の動き補償が、い
くつかの低周波サブバンドを取得するためにトーンマッピングされる前記フレーム（Ｆ０
）に適用され、トーンマッピングされる前記フレームの各画素について、前記ダイアディ
ックウェーブレット分解の後方部分の少なくとも１つの低周波サブバンドが選択され、前
記ダイアディックウェーブレット分解の前方部分の少なくとも１つの低周波サブバンドが
選択され、トーンマッピングされる前記フレームの時間フィルタリングされたバージョン
（ＬＴＦ）の画素は２つの前記選択された低周波サブバンドに属する２つの画素の融合で
ある、付記２から４のいずれか１項に記載の方法。
［付記７］
　前記ダイアディックウェーブレット分解の後方および前方部分の低周波サブバンドから
開始し、前記ダイアディックウェーブレット分解の全ての低周波サブバンドが考慮され、
対応する動きベクトルが整合する場合に、トーンマッピングされる前記フレームの各画素
について単一の低周波サブバンドが選択される、付記３または４に従属する場合の付記６
に記載の方法。
［付記８］
　ローカルトーンマッピングオペレータを含む、ビデオシーケンスをトーンマッピングす
るための装置であって、トーンマッピングされる前記ビデオシーケンスのフレームの時間
フィルタリングされたバージョンを取得する手段と、前記ローカルトーンマッピングオペ
レータにより用いられる空間的近傍を決定する手段と、を備えたことを特徴とする、前記
装置。
［付記９］
　付記１から７のいずれか１項に記載の方法を実装するように構成された手段をさらに備
える、付記８に記載の装置。
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